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 '薩南海残に革ヶる一。マサパ1の混入につ、・で・

漁..業'部

 一/.一はじめに

 い数千々パ撃源・。増邦鰍ゴ市・資源の減少傾南=が粒摘されて純
 去県,海如すパ準況は.リ年に人1天秤釣の不況・旋網による琴呼ゐ巻一夏期
 .一揮調11)つ牟卿州・・ようやくゴマ芦パ岬一でる賢箏㍗カ頼
 きれ始めた。一一.,
 一面マすパにつ、・ては特に種子島、騒久島海域で41毎秋顛カ;6-2年冬期

 にか生てその混入牢や・.顕著であった気配が一1か史・えるので本島殉干軸ける
 マサバ混入の状珂を把握する白的で・沿岸重要資源調査野㍗6～.り年渕
 。定結果を撃琴≒たあでその結果を報告する口
 。な午一サパ・・チーサバの区別11つ・1て岬坪数の㍗十幸㍗/川

 '一は上をゴマサバとした口

 、みサバ臨場隼r・いて
 I本県で漁獲されるすパ類は旋網による水揚を主体にし,その他一天秤釣;I八田

 網..(浮敷網)、棒受縄,延縄・,,.定置網等で漁獲さ=れている。
 漁辞は沖合域では水・深・o・崩等深線舳の各搬を申=峠し.た海軍に郎
 され,主に旋網,天秤釣で漁獲されている。

 叉沿捧域では豆.巾,八田綱,.樺受網、天秤釣等で水深5口㍗内外g牡較的浅
 所で漁獲される口

 ま漁場と漁期手キ次のとおりであ机
 漁場漁期1盛期1…

 享1再薩・薩南海域に測る竹バ混入む経年変化一につい、て
 本県海域を野間岬、・草垣列島を結んだ練手2分し,年深三甑列島・.宇治群島
 を亭・岬轡を.西雛璃・と一し・これより舛一東の湯瀬・師網触海域を薩南
 輝域と・し干岬卯・よ1り帥一3戸…記2帥全測雫分を濁牢聰にゴザバ・一
 暮こ㌶㌘↑岬鵬∵図であ三∵琴箪㍗lrは籍∵
 ̀ご唯料・1こよ?て両海域に・おけるマサバめ混入手経年昨帥は二・1・
 期マサバ混入が見られた年について

 再薩海韓につぺて;は資料が。少な.いが昭痢3一ム。37」.Iき・8,42年に見ら
 一十}τ・



 れ混入頗度は36,一3一ア,4'2年が比較的多い。
 薩南海域では3ポ37,39,41,42年に見られており36。芦ア.,

 1二;続終㍗.し、㍗較㌣㌻㌃ザq㍗㍗↑.は少
 マサバ混=入め二量的な沙動一については全。.く判明七年い。が一種.子軸。屋,本島遊海,
 をみた場合.この海域におけるマサバ混入は41年秋期から迎2年冬期にか・
 けてみられ。I春期にはIみ一られず夏期に若干みられた.£げで9=月.g測定ではみ.
 られていなしキ・。・

 総漁獲盤た封ずる一マサバの量については不明であ声砕4.1一年』々、4。。2.年
 5月のサパ総水揚髭炊92n口直の内混入の多かった4..1。争=了.月.∵1.2.月。
 』2年2月あ枕麻港におけるサパ水揚量・は5・200屯・で子間ゐ3ア第にあた
 り,この期間に於けるマサバの混入率が三6,3ア年に比べやL禽かったと

 推定されること,一1年のサパ漁獲量が近年の最高であった・こと等か宇尋下一一
 鷹南海域におけるマサバの量と・しては'.1-2年は;手6二・…….ア年令g比㌻て
 多かったとみてよくそれが全体の・漁獲量の増加.につながったのではなt・かと
 思われる口

 煩薩海域についζは穣・木抽出回数が少なく考察は出来ないが今後この方一面
 での標本採集は充分考慮する必要が麦ろ。

 紅〕混入の時期について

 両海域とも年によって少っており時期的には}足していたいr
 内マサバの魚体について

 繭海域ともあ業1相違1㍗れ=幸いが鮒としては西薩海域てや)・さ∵
 よ巧に見弓けられる。

 』;マサバ混入率1こついて

 酬薩海域で大きい傾向がrかfえ文調査回数からみた出現率も商い。この

 点、から推定すれば量的には薩南海域より多いとみられる。一

 班、マサバ卵熟度指数について

 56～一2年の資料から極薩、薩南海娃とおけるマサバ卵熟度指放(Gツ4Lろ
 x1,000)の最大、最小億の変化1こついてみると.両海域とも2,3月以降卵

 熟度は増大願向となり5～'6月一字ピτク(薩摩海域のゴマサバは.2～4月)が
 ..みられア月以降は蕃㌧く減少する願向がみ.ら.れた。が36年11月に翻鳥近海で

 漁獲されたマサバには叉牽3・・叩卵重率・・一1(・工0一・一1)の固体もみI
 られマサバ1・ア尾中・卵導蓼量20・ダ以上が9尾含まれ平均G工0・5nとや」高
 いがこのよ弓な群.は一1'月の薩南海域では今迄の.資料からはみられていない。
 祠こ1海域のマサバ1=こついてのG工と肥満度を比較するため一に同時靭に測定した
 資料がないので約1ケ・月ρズヒがある5組の資料に二ついて見ると魍満度につい
 ては特徴は見られなかったがG'工につ一いては第11.∵13図のよ弓構5、・6,

 11月の西薩悔雛帥手マサバのG手が6・ア・1・月の琴南海域の李'のよ
 り何れも大きい緒・果フ)1出ている。

 ごの結果が繭海域におけるマサバの産卵生態の相異一によるものか或いは試料
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 魚採取の約1ヶ月のズレtよるものかはつきらせずこの点今後に残された問題点
 十ある口

 今彼りに両海域におけるマサバ確卵生態に相違がある毛のとすれぱ今迄の資料
 で得られた両海域における魚体の若干の稲異。混入率の禍異或いは本県海域の地一1・
 域的な特性等からみて系統を異にする、例えば九州西岸南下群・太平洋側南下群
 の存在が想定されるカミ両海域のマサバについての形質的な調査は行なっておらず.
 産卵調査とともに今後に残された問題点である図

 第1図.サバ漁場及び海域区分図
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 第5図魚体測定で得たゴマサバ,マサバの比率(西薩海域)



 第6図魚体測定で得たゴマサバ・マサバの比率〔薩.南海域)



第7図  37～39年の魚体側定で得たゴマサバ・マサバの叉長範囲（西薩海域)



 第8図40～42年の魚体測定で得たゴマサバ。マサバの叉長範囲（西薩海域)



第9図  37～39年の魚体測定で得たゴ'マサバ・マサバの叉長範囲.(薩南海域)



第10図  40～42年の魚体測定で得.たゴマサバ・マサバの叉長範国(薩南海域)



 第2図マサバ卵熟度指数変化(西薩海域) 第3図  マサバ卵熟度指数変化(薩南海域) 第4図  ゴマサバ卵熟度指数変化
(薩南海域)

第11.図  叉長別卵熱度指数及ぴ肥満度分布図



第12図  叉長別卵熟度指数及ぴ肥満度分布図

第13図  叉長別卵熱度指数及ぴ肥満度分布図
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 第14図.海域別ゴマサバ・マサバの叉長頻度分布図



 漁場観測速報(11月・分)

 養殖・部

旬別平均水温

     観旬測値別水成川福.山     最高最」吐最高最低
     上23.口022.アラ25.2122.66

     中21.30.一20.6822.86。。1.1
     下199620.18

     ÷千262一■288一     .月平均21.3521.61

     謝月謹一3.77一4.17一2.

     前年差'一一十1.14.一_._...一_」一十1.ろ4一■一十0.一一'''

 C.卒碑川の11月水温は・最蔦水温の平均が'21・35℃・最低水温の平I均が
 ?G-71℃。胴の最南水温は上旬の23-0/1℃・最低水温は下卵下.956
 ℃であ■〕た。

 衣湿.は前月より一も4℃前舌と大きく下降しているが。昨年同期よりも.1℃以
 上高くなっている。

 ○福山では.最葛水温の平均が22.S.8℃、最低水温の平均が21.61℃で、句
 別の牟醍をみると・最高水温は上旬の25・21℃・最低水温は下旬の20・18
 ℃て…あつた。

 また、前月・の水温から3℃近く輝くなっており。前年同期と堵鮫すると最高
 次温で1℃近く高くなP..最低水温で0.2℃低く杜っている。

 ・一.i里村の水温状況は資料未着のため言己載できなかった。

 全般的な水温は繭月よりも5～・1℃と急.下降しておワ、ごの磧産は昨年同期一

 よりも慈であるにも掩わらず,昨年同期水亨.鳥よりも1℃前舌高一くたっている。一

 長騰海洋気象台発表の1?月上旬の西日本海況旬報による羊・今後の海面水
 高1年ひ..きつ1き冷え込んで平年よりもや』低目午なる見込みであ手回なお。水'
 嬬月三'急激に下降Lたり.殆んど殊化しなかったりする期間が交互に現われるも
 のと思;bれるので特に大慶棚上海域や内湾では一時的にかなり降温することも,

 考えられ書キいうごとで・ある。
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 11月の漁海況

 舳'、業部

 11月上句の海況は鹿児島湾口から屋久一島に至る海域はア5m層まで23℃台
 前月1こ比ぺ2℃内外。平年より1℃それそれ芦目とたった。坊岬から下欄海域も
 23℃を示している。

 漁況は全般的1こ不振で、昨年と比較すれば旋網は昨年の1篶程度の水揚て。特に
 睦南海域の不振が大きく.枕崎港の水揚減少が著しい。魚種では中7ジIサパの

 減少が目立ち.豆アジ、小サパ.ムロが主体を占め、豆アジが僅かに昨年程度の
 水揚量がある。大隅海域の小型旋綱は昨年を上廻ろ満腔である。
 長くつ1いた.馬毛島西方の独場は.種子.島南端.宇治群島海域に一移り.極子島南

 1入港1舳萸量1i咋年同期1
 種ヨ漁隻小屯)1アジ1

近海

 阿久根1÷1÷一

“
 二⊥..他4」.竺.
155.2150.ア15n!H?8

 .7す一■一㌃7㌧;;1

「

 」㍗キけコ.到..1リ」竺.
 23,611-31ヨ。。2.8

一一__一___斗__十_一
 川1・一1州.・

       i■'≡.小671、、べi一;下一、Tl…一一;ドr一' 
      

カツオー本釣一一■「

       ⊥.
       アア43.5
       「一       に㌻{20.』

       29ア
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 端では赤アジ.宇治群島ではアジ主体であったか一著Lい漁獲はなかった。

 醐島近海は上旬カ4クチの漁獲があったが中下句は豆アジ主体で変ザ川内沖合

 は豆アジ・長島1阿久根沿岸ではキビナゴの漁場と.なってい㍉
 八田網は・指宿山川沖合は豆アジ・.古里～海潟は.々伊クチイワシの亨=て凸一が断続`1勺{干
 続いて昨一年よりや」水揚一は上廻った。

 胆児.島湾のプリ飼付は漁期が長く昨年同期の2倍位上昇している。
 枕一埼～甑島のヨコワ曳縄は昨年より早一く.11月1ア日から漁が始まり,11月
 は約10毛の水揚があり魚体は!・5∴5-0佃のもので各船の舳稚に木きな差があ
 りカツオの混獲が例年より少ない。

定置観測  (1n、 11月)

 二:一ク員,1・..1

 10月の水温・比重  ⊥ヒ重



 ○旬平均水温。 比重(満潮時 表面)

 ○旬平均水温、  比…直:(満潮時.表面)

 11月の水温・比重



奄美短信

 むきやrさみふはなかしもし,1967年もとrと弓後塵かばかりで・先生まで.
 が走り頻すと1ハう気忙がしい師走とな.りました回

 こL、奄美で手ま相次ぐ台風も去り、ニシが吹き1始め。このところさしもの残暑
 も牽えて、夜は冷えこみ、繭店街も秋刀Jら冬へあ衣替羊に大わらお・街行く入の
 装いも背広やセrター姿が見受けられる今日この頃です。

 拠て.何時ともなく.何回目かの奄美短信当番がやってきましたが一興味ある

 こともないし二一合の酒に酔い三昧の音を聞くと何かしら心慰められる鼻唄でも

 ・記、し責任を果したいと思います口

 あめちようあんま一節

 正月さんなや、れぎんきちむ石原のきゆらむん(美人)むろてたほれ暢・

 解)お正月の着物はポロでも構わない.石原のきゆらむんを貰って下さ
 い。

 うっしゆうがいもゆんいもゆんさばきやち∫みて水鏡見りが.
 解)ウツシュ(杓の元老格)がおいでるそ、こんな見苦しいなりでは無

 礼になるからと`さばき(櫛)を手にして水・鐘で顔や髪の手入れをし

 た走って行く換をうたったもの

 芦険二七んきやぬとんじやくしらんば同室ニセんきゃに行こやどしん
きや

 解)芦険の青年たちが頓着Lないのたらぱ。他欝落の同室の青年たちに
 走ろrよ.どうも自部落の青年たちが動き描きないのでそれを婚期の

 娘たちが催促Lた歌である。

 むこうぬ道から雨がさかぶりぬいもり吾んもれがやあらんかい=

 解)向うの道から雨がきをさしたお客様が見える一よ、1私を嫁に貰いにく

 るお客ではなかろうか.みの笠姿⑪裏入ばかりの田舎にたまたま雨が
 さ尊さしてくるお客様は兄のお客様ではたい,縁瑛を持ってくる福の

 神様ではないかと言う.これも婚期の娘心の夢とあこがれを歌ったもの
 である日ハ

 すぱやどあけて加那まちゆる夜ほ夜あらしやしげく加那めらぬ一
 解)側戸をあけて。愛人を待っていた夜は、夜あらしのみ強く遂に加那
 は訪れなかった。靭待を裏切られた失望感と嵐の夜の寂しさをつれな'
 く歌った面白いのもある。

 奄美の歌は数限りなくありますが紙面の都合上叉つぎの機会に記したいと思い
 ます。

 分場長以一下皆元気でそれぞれの職一務に精励して.おります回.

 木生の皆様の御健勝祈・りま'す目良き年をお迎え下奉い。
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業務概況

 §本場

 “区
 ○照市丸11月15日～18目一川内沖合調査'
 昭和30年進水紋来10余年奮斗して来た照市丸も本航海を最後として引退
 し43年夏竣工予定の新調査船ヘパトンを渡すことに吐った一。
 ○かもめ11月21日}29日西薩沖合員・エビ類分布調査

 ヅキビガイは全域にみられたが・水深50m以上になると全く採草されなか
 った。クルマエビは発見されなかったが.赤ツコクェビ?が水深6口n以上に

 卒ると争盤片こ採捕された回
 12月一目～8日漁海況海洋観測

 12月23日本年度鹿児島近海におけるヨコワ曳縄漁況予測発表。
 ○その他I

 来春完成を目標に目下海底調査資料作製申である。

 1'義一万.一マ1
 ○ノリ関係

 ギ養殖試験

 アサクサノリ・ア。ルバアサクサノリ・ヌサビ川.の3品種の養殖比較試験。
 (谷山・)

 11月2ア日水位別生育比較試験

 12月13～14日2回目本張り。水位別生育比較試.験開始
*養殖指導

11月28日冷凍網指導(串木野)

12月1日一移殖指導(珂桜島)

 12月6～ア日シログサ1ノ被害状加調査一(出水・)

 一12月14～15一目「穿いたみ一」碓害調査(喜不・・垂水・牛根)
 12月18～19日九州・山口臨時のり分科会(病害対策会議)(熊本)

 ・6.アコヤガイ関係

*異常鑑死状況調査

 11月28～29日年穣

 1一百'月30～12月1目東=囲丁

12月6日牛擬

12月11日福山

 12月15～16日.・一坊ノー津一
 12月10～18養殖専門技術員研修(愛知)
 *フジツボ防除対I策

 12月11～12古里二..、.
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 ○アロピ関係

 *アワビ親員採捕

 12月11～13目浦内

*人工採酋試験

 12月13日第1回目産卵誘発。

 12月14日第2回'一目〃

 12月18一日。第3回目〃

1務
 一〇.序ヒナ利用製造試験一・・

 一Iキ。。ヒナの蕊度利肝を1図るため醸漬.味噌漬,・粕漬一・糠瀞味噌酢漬等一冬・稜製
 造試験。

 ○魚卵利用試験,

 採卵原料を包装.被膜ク・テーツ!ぺ充でんし.鰯製一することによ一り風味あるカ

 ラスミ様製晶化の創作試験。
 ○八マチ懐製試験

 魚価安定と業界指醇の.指針のための癩製化試験回

 擾_套_。創
 ○養成試験関係

 *ア月上旬から行なって来たクルマエ'ビ蓄養試験は12月11日をもって。試

験終了

 ○水質調査関係

 *12月11～14日肝付川水系澱粉汚水調査(第3回)

 *12月15目福平小学校プール水質一調査
 ○会議関係

 ‡12月1日はまち養魚講習会出席(鹿児島市)
 *12月1}2目九州・山一各県水1郵かん水増殖分科会出席(鹿児島市)
 *12月5,8日..潜水器具取り扱、・及び潜水技術講習会指導(鹿.島。手打)

 §大鳥。分場

,磨
 ○改良底待網晴製

 。12月15円大島海峡海洋観測
藤
 Cまべ人工採酋推成貝養殖管I理O餌料生物培養継続

 01あこや成長調査

理
 ○きりんさい加工試験O塩rに貯蔵試験

 ○加工場使用(月間)平祐丸(茂野)
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